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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 6,703 △7.5 438 △0.7 434 0.6 196 1.9
22年3月期第3四半期 7,245 △9.5 441 △29.3 432 △28.5 192 △36.3

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 21.52 ―
22年3月期第3四半期 20.87 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 7,716 3,365 38.2 323.03
22年3月期 7,503 3,202 37.6 309.24

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  2,947百万円 22年3月期  2,821百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 6.00 6.00
23年3月期 ― ― ―
23年3月期 

（予想）
6.00 6.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,500 △4.1 430 △12.5 420 △12.6 230 △1.4 24.98



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績予想につきましては、現時点において合理的であると判断するデータに基づいて作成しており、様々な不確定要素が内在
しているため、実際の業績は予想数値と異なる可能性があります。また、業績の予想の前提となる仮定等については、（添付資料）3ページ「連結業績予想
に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 10,000,000株 22年3月期  10,000,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  876,800株 22年3月期  876,641株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q  9,123,216株 22年3月期3Q  9,233,539株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の景気対策の効果もあって回復基調にはあるものの、雇

用情勢や個人所得が好転するには至らず、消費者の先行き不安感から節約志向が依然として高く、経営環境は非常

に厳しいものとなりました。 

 このような環境下、当社グループは企業体質強化に努め、合理化、効率化を強力に推進し、当社グループの販売

網や製品特性を活かした販路拡大の促進など、業績の向上に努力いたしますとともに、業務提携先である日東富士

製粉株式会社とのシナジー効果の創出に注力いたしました。 

 一方で外国産小麦の政府売渡価格が平成２２年４月から平均５％引き下げられたことに伴い、５月１０日出荷分

から製品価格を改定いたしました。さらに、平成２２年１０月に外国産小麦の政府売渡価格が平均１％引き上げら

れたことを受け、１月５日出荷分から製品価格を改定しております。また、平成２２年１０月より、外国産小麦の

売渡しについて、国が一定期間備蓄した後に販売する方式を変更し、輸入した小麦を直ちに製粉企業に販売する即

時販売方式が導入されました。 

 この結果、当第３四半期の売上高は６７億３百万円（前年同期比５億４千２百万円減、７.５％減）となりまし

た。営業利益は４億３千８百万円（前年同期比２百万円減、０.７％減）、経常利益は４億３千４百万円（前年同

期比２百万円増、０.６％増）、当第３四半期純利益は１億９千６百万円（前年同期比３百万円増、１.９％増）と

なりました。 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

①製粉 

 当社グループの主要事業である製粉事業におきましては、価格改定とふすま市況の下落の影響もあり、売上高は

４０億８千９百万円（前年同期比５億８千４百万円減、１２.５％減）、営業利益は４億７千９百万円（前年同期

比４百万円減、０.８％減）となりました。 

②食品 

 食品事業におきましては、季初の天候不順・節約志向の影響を受けましたが、夏季の記録的な猛暑もあり売上高

は２３億３千１百万円（前年同期比３千９百万円増、１.７％増）、営業利益は１億３千５百万円（前年同期比３

百万円増、３.０％増）となりました。 

③畜産 

 畜産事業におきましては、品質本位の黒毛和牛の高級肉供給に努めましたが、景気低迷の影響による食肉市況の

軟調と飼料高の影響で売上高は２億２千３百万円（前年同期比５百万円減、２.４％減）、営業損失は３千万円

（前年同期も１千２百万円の損失）となりました。 

④その他 

 その他の事業におきましては、売上高は５千８百万円（前年同期比７百万円増、１４.１％増）、営業利益は微

減となりました。  

（２）連結財政状態に関する定性的情報  

（資産、負債、純資産の状況） 

  当第３四半期末における総資産は７７億１千６百万円（前期末比２億１千２百万円増）となりました。 

 流動資産は３９億３千６百万円（前期末比４億９千５百万円増）となりました。これは主として現金及び預金４

億８千万円増によるものであります。 

 固定資産は３７億８千万円（前期末比２億８千２百万円減）となりました。これは主として有形固定資産の減価

償却によるものであります。 

 当第３四半期末における負債総額は、４３億５千１百万円（前期末比５千万円増）となりました。これは主とし

て支払手形及び買掛金２億３千３百万円増によるものであります。 

 当第３四半期末の純資産は、３３億６千５百万円（前期末比１億６千２百万円増）となりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期末における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は、前期末に比べ４億８千万円増加

し、１０億４千４百万円となりました。 

 当第３四半期末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動の結果獲得した資金は、７億９千１百万円（前年同期は６億３千３百万円の獲得）となりました。これ

は主として税金等調整前当期純利益３億９千９百万円、減価償却費３億２百万円、仕入債務の増加２億７千８百万

円によるものであります。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動の結果使用した資金は、１億３千３百万円（前年同期は２億５千１百万円の使用）となりました。これ

は主として有形固定資産の取得１億２千９百万円によるものであります。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動の結果使用した資金は、１億７千７百万円（前年同期は７千３百万円の獲得）となりました。これは主

として長短借入金１億２千万円の減少によるものであります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成２２年５月１０日に公表いたしました業績予想を変更しておりません。   

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① たな卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しましては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間

末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

 たな卸資産の簿価切下げに関しましては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

② 税金費用の計算 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等

の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法によっております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めており

ます。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理の変更 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年 

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年 

３月31日）を適用しております。 

 これによる営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,044,292 563,675

受取手形及び売掛金 995,447 909,464

商品及び製品 1,199,692 1,531,902

原材料及び貯蔵品 624,037 291,003

繰延税金資産 29,820 49,318

その他 47,713 107,016

貸倒引当金 △4,412 △11,370

流動資産合計 3,936,589 3,441,010

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,540,761 1,622,092

機械装置及び運搬具（純額） 1,166,174 1,309,714

土地 475,104 475,104

その他（純額） 61,972 71,992

有形固定資産合計 3,244,013 3,478,904

無形固定資産   

その他 7,495 8,676

無形固定資産合計 7,495 8,676

投資その他の資産   

投資有価証券 318,298 362,570

長期貸付金 6,443 2,760

繰延税金資産 21,892 8,401

その他 192,448 207,459

貸倒引当金 △10,529 △6,066

投資その他の資産合計 528,553 575,126

固定資産合計 3,780,062 4,062,706

資産合計 7,716,652 7,503,717



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 396,703 163,223

短期借入金 3,213,004 3,249,054

未払法人税等 69,608 67,646

役員賞与引当金 3,750 5,000

その他 259,279 299,847

流動負債合計 3,942,345 3,784,772

固定負債   

長期借入金 244,157 328,910

退職給付引当金 58,666 54,600

繰延税金負債 － 5,983

その他 106,176 126,609

固定負債合計 409,000 516,103

負債合計 4,351,346 4,300,875

純資産の部   

株主資本   

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 67,638 67,638

利益剰余金 2,531,093 2,389,531

自己株式 △202,381 △202,348

株主資本合計 2,896,349 2,754,821

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 50,689 66,496

評価・換算差額等合計 50,689 66,496

少数株主持分 418,267 381,523

純資産合計 3,365,306 3,202,841

負債純資産合計 7,716,652 7,503,717



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 7,245,877 6,703,001

売上原価 5,856,386 5,332,830

売上総利益 1,389,491 1,370,171

販売費及び一般管理費 947,887 931,506

営業利益 441,603 438,665

営業外収益   

受取利息 103 662

受取配当金 6,366 7,064

業務受託料 4,631 －

その他 7,423 10,004

営業外収益合計 18,525 17,731

営業外費用   

支払利息 25,345 19,407

その他 2,279 2,023

営業外費用合計 27,624 21,430

経常利益 432,505 434,966

特別利益   

投資有価証券売却益 9,655 －

貸倒引当金戻入額 2,738 2,495

特別利益合計 12,393 2,495

特別損失   

固定資産売却損 554 －

固定資産除却損 36,556 19,746

投資有価証券評価損 24,300 18,009

特別損失合計 61,410 37,756

税金等調整前四半期純利益 383,487 399,705

法人税等 167,423 163,811

少数株主損益調整前四半期純利益 － 235,894

少数株主利益 23,385 39,592

四半期純利益 192,679 196,301



（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 

 至 平成22年12月31日) 

売上高 1,936,971 1,787,640

売上原価 1,496,013 1,382,662

売上総利益 440,958 404,978

販売費及び一般管理費 306,660 302,844

営業利益 134,298 102,133

営業外収益   

受取利息 37 550

受取配当金 2,049 1,628

業務受託料 2,551 －

受取保険金 － 1,265

その他 1,771 1,203

営業外収益合計 6,409 4,648

営業外費用   

支払利息 8,688 6,504

その他 1,839 0

営業外費用合計 10,528 6,505

経常利益 130,179 100,276

特別利益   

貸倒引当金戻入額 2,139 2,856

特別利益合計 2,139 2,856

特別損失   

固定資産売却損 554 －

固定資産除却損 8,696 269

投資有価証券評価損 24,300 －

特別損失合計 33,550 269

税金等調整前四半期純利益 98,767 102,863

法人税等 41,951 39,543

少数株主損益調整前四半期純利益 － 63,320

少数株主損失（△） △14,885 △7,867

四半期純利益 71,702 71,187



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 383,487 399,705

減価償却費 305,864 302,779

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,413 △2,495

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,043 4,066

受取利息及び受取配当金 △6,470 △7,726

支払利息 25,345 19,407

有形固定資産売却損益（△は益） 554 △19

有形固定資産除却損 36,556 19,746

投資有価証券売却損益（△は益） △9,655 －

投資有価証券評価損益（△は益） 24,300 18,009

未払消費税等の増減額（△は減少） △15,115 △9,980

売上債権の増減額（△は増加） △20,611 △85,982

たな卸資産の増減額（△は増加） 218,904 △824

仕入債務の増減額（△は減少） 18,797 278,439

その他 △40,693 19,104

小計 914,895 954,229

利息及び配当金の受取額 6,470 7,726

利息の支払額 △25,335 △19,735

法人税等の支払額 △262,969 △150,794

営業活動によるキャッシュ・フロー 633,060 791,426

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △280,274 △129,403

有形固定資産の売却による収入 19 138

有形固定資産の除却による支出 △9,012 △4,940

無形固定資産の取得による支出 △7,309 △850

投資有価証券の取得による支出 △642 △924

投資有価証券の売却による収入 44,590 －

貸付金の回収による収入 880 2,906

投資活動によるキャッシュ・フロー △251,749 △133,073

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △200,000 －

長期借入れによる収入 500,000 －

長期借入金の返済による支出 △142,380 △120,803

自己株式の取得による支出 △25,795 △33

配当金の支払額 △54,976 △54,400

少数株主への配当金の支払額 △3,384 △2,500

財務活動によるキャッシュ・フロー 73,463 △177,736

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 454,774 480,616

現金及び現金同等物の期首残高 493,122 563,675

現金及び現金同等物の四半期末残高 947,896 1,044,292



 該当事項はありません。  

（セグメント情報等） 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

〔所在地別セグメント情報〕  
前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する支店及び連結子会社がないため、記載しておりません。 

〔海外売上高〕 
前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 海外売上高がないため該当事項はありません。 

〔セグメント情報〕 
１．報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。  

 当社は製品別の事業から構成されており、「製粉事業」、「食品事業」及び「畜産事業」の３つを報告セグメ
ントとしております。 

 「製粉事業」は、小麦粉、ふすま、プレミックス粉を生産しております。「食品事業」は乾麺（うどん、素

麺、冷麦、そば等）を生産しております。「畜産事業」は黒毛和牛を中心とした肉牛を肥育しております。  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業であり、包装資材等の販売を行っております。 
２．セグメント利益の調整額△146,839千万円には、セグメント間取引消去12,796千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△159,636千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い親会社本社の総務部門等管理部門に係る費用であります。  

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。  

 （追加情報） 

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。   

 該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
製粉事業 
（千円） 

食品事業

（千円） 
畜産事業

（千円） 
その他の事業

（千円） 
計

（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結

（千円） 

売上高    

(1）外部顧客に対する売上高  4,673,778  2,292,233  228,826  51,039  7,245,877  －  7,245,877

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 127,400  8,692  －  209  136,301 (136,301)  －

計  4,801,178  2,300,926  228,826  51,248  7,382,179 (136,301) 7,245,877 

営業利益又は営業損失（△）  483,848  131,473  △12,026  650  603,945 (162,341) 441,603 

  （単位：千円）

  
報告セグメント 

その他 
（注）１

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３ 

製粉 食品 畜産 計 

売上高                 

外部顧客への売上高  4,089,666  2,331,761  223,358  6,644,786  58,215  6,703,001 －  6,703,001

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

 115,102  9,002  －  124,104  72  124,176  △124,176 － 

計  4,204,768  2,340,763  223,358  6,768,890  58,287  6,827,178  △124,176  6,703,001

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
   479,778  135,439 △30,007  585,210  294  585,504  △146,839  438,665

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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